
第
一
節

国
際
化
時
代
を
迎
え
て

わ
が
国
が
急
速
に
進
む
国
際
化
の
中
で
、
学
生
生
徒
も
、
国
際
的
な
教
養
を
身
に
つ

け
、
語
学
の
学
習
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
お
り
本
学
院
は
、
海
外
で
の

生
活
体
験
の
た
め
に
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
「
昭
和
学
院
海
外
教
育
研
修
制
度
」
を

発
足
さ
せ
た
。

こ
の
制
度
は
、
本
学
院
中
学
校
入
学
時
に
加
入
し
、
月
ご
と
に
資
金
を
積
み
立
て
る
。

こ
の
資
金
は
ア
リ
コ
ジ
ャ
パ
ン
の
三
年
満
期
の
貯
蓄
保
険
を
利
用
し
て
、
満
期
時
に
返

還
金
を
海
外
研
修
費
用
に
充
て
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
運
営
は
、
ア
リ
コ
ジ
ャ

パ
ン
の
姉
妹
会
社
の
国
際
教
育
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
が
こ
れ
に
当
た
る
。
昭
和
五
十
三

年
度
は
入
学
生
の
約
三
分
の
一
が
加
入
手
続
き
を
し
た
。
入
学
生
の
中
の
加
入
者
は
年
々
増
加
し
て
い
た
。

昭
和
五
十
六
年
の
夏
、
第
一
回
に
加
入
し
た
生
徒
は
高
一
に
進
み
、
は
じ
め
て
海
外
教
育
研
修
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
内
で
は
、
そ
の
前
年
に
準
備
委
員
会
を
組
織
し
て
準
備
教
育
計
画
を
立
案
し
、
五
十
六
年
四
月
に
は
、

団
長
を
は
じ
め
引
率
者
が
決
ま
り
、
生
徒
に
は
、
海
外
生
活
に
必
要
な
基
礎
知
識
や
、
日
常
の
会
話
、
滞
在
す
る
地
域
の
地
理
、

歴
史
な
ど
を
学
ば
せ
た
。
ま
た
、
父
兄
と
も
何
度
か
会
合
を
も
ち
、
こ
の
企
画
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。

第一回海外教育研修



第
一
回
の
海
外
研
修
の
参
加
生
徒
は
八
七
名
で
、
こ
れ
を
四
班
に
分
け
、
四
名
の
引
率
教
師
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

滞
在
地
は
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
郊
外
地
で
、
国
際
交
流
事
業
に
対
し
理
解
を
も
つ
各
家
庭
に
配
属
さ

れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
三
週
間
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
、
そ
の
間
、
午
前
中
は
主
と
し
て
語
学
学
習
に
あ
て
ら
れ
、
午
後
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
家
族
と
生
活
を
す
る
。
最
後
の
四
週
目
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ハ
ワ
イ
と
観
光
し
て

帰
国
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
六
年
、
第
一
回
海
外
教
育
研
修
で
は
、
学
院
長
自
ら
が
、
各
滞
在
地
を
訪
れ
、
研
修
の
実
際
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
さ

れ
た
。

現
在
、
海
外
研
修
は
す
っ
か
り
定
着
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
躍
進

昭
和
五
十
年
代
後
半
に
入
る
と
、
本
学
院
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
く
、
数
々
の
輝
か
し
い
成
績
を
あ
げ
、
全

国
に
「
昭
和
学
院
、
こ
こ
に
あ
り
」
の
名
声
を
と
ど
ろ
か
せ
た
。

一
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
二
冠
に
輝
く

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
東
京
で
開
か
れ
た
第
十
二
回
全
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

昭和学院及び中学校・高等学校



ル
選
抜
大
会
に
お
い
て
、
五
十
四
年
三
月
に
続
い
て
、
二
度
目
の
全
国
優
勝
を
遂
げ

た
。こ

の
大
会
で
は
、
最
初
か
ら
優
勝
候
補
と
目
さ
れ
、
決
勝
は
、
愛
知
県
の
市
邨
学

園
と
息
づ
ま
る
熱
戦
を
展
開
し
て
の
優
勝
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
の
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
八
月
は
じ
め
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
た
が
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
こ
こ
で
も
全
国
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
初
優
勝
を
遂
げ
、

春
夏
と
二
冠
を
制
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
十
四
回
全
国

高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
に
お
い
て
、
三
度
目
の
全
国
優
勝
を
成
し
遂
げ
、

名
門
昭
和
学
院
の
名
を
不
動
の
も
の
に
し
た
。

二
、
軟
式
庭
球
部
初
の
全
国
制
覇

軟
式
庭
球
部
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
ダ
ブ
ル
ス
で
、
伊
藤
・
熱
田
組
が
決
勝
で
茨
城
県
の
鉾
田
二
高
を

四－

三
で
抑
え
、
念
願
の
全
国
優
勝
を
遂
げ
、
本
学
院
庭
球
部
の
歴
史
上
輝
か
し
い
一
頁
を
飾
っ
た
。
軟
式
庭
球
部
は
、
こ
の

年
国
体
で
も
活
躍
し
、
本
県
を
優
勝
に
導
い
た
。

全国選抜優勝



三
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
活
躍

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
、
名
古
屋
市
で
行
わ
れ
た
第
五
回
全
国
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
に
お
い

て
、
準
決
勝
で
愛
知
県
代
表
の
市
邨
学
園
と
対
戦
し
た
が
惜
敗
し
、
第
三
位
に
と
ど
ま
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
五
十
九
年
夏
、
秋
田
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
お
い
て
、
決
勝
戦
で
九
州
の
強
豪
熊
本
市
立
高
校
と
対

戦
し
、
準
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
。

四
、
水
泳
部
・
陸
上
競
技
部
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
躍

水
泳
部
は
、
昭
和
五
十
六
・
五
十
七
年
度
と
引
き
続
き
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
お
い
て
、
総
合
で
全
国
第
二
位
と
い
う
す
ば
ら

し
い
成
績
を
収
め
た
。
種
目
別
で
は
、
五
十
六
年
度
の
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
竹
村
選
手
が
優
勝
し
た
の
に
続
き
、
五
十

七
年
度
に
は
、
石
黒
選
手
が
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
及
び
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
の
二
種
目
に
優
勝
し
た
。
な
お
、
八
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
タ
イ
ム
は
高
校
新
記
録
を
マ
ー
ク
し
た
。
一
方
、
昭
和
五
十
七
年
度
陸
上
競
技
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
走
り

高
跳
び
に
お
い
て
、
倉
谷
選
手
が
見
事
優
勝
し
た
。

ま
た
、
こ
の
年
の
島
根
国
体
で
は
、
本
学
院
選
手
の
目
ざ
ま
し
い
活
躍
に
よ
り
、
千
葉
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
優
勝
し
県
民

の
期
待
に
応
え
た
。

昭和学院及び中学校・高等学校



第
三
節

福
祉
活
動
の
推
進

本
学
院
は
、
教
育
目
標
の
一
つ
と
し
て
、
本
学
院
生
徒
と
し
て
誇
り
を
も
つ
と
い

う
愛
校
心
の
高
揚
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
、
他
人
に
思
い
や
り
の
心
を
も

つ
と
い
う
公
徳
心
の
育
成
に
努
め
、
よ
い
人
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。

県
か
ら
福
祉
教
育
推
進
校
の
指
定
を
受
け
た
の
を
機
に
、
高
校
で
は
、
昭
和
五
十

四
年
度
よ
り
、
ま
た
中
学
校
で
は
翌
五
十
五
年
度
よ
り
、
生
徒
に
社
会
福
祉
に
対
す

る
関
心
と
理
解
を
深
め
さ
せ
、
地
域
社
会
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
奨
め
て

き
た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
思
い
や
り
の
深
い
、
善
良
な
子
ど
も

を
育
て
た
い
と
願
っ
て
き
た
。

そ
の
成
果
は
著
し
く
、
数
多
く
の
生
徒
が
施
設
の
人
々
へ
の
奉
仕
や
、
助
け
合
い
の
募
金
な
ど
を
通
し
て
善
意
の
活
動
を
繰

り
ひ
ろ
げ
、
各
方
面
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

こ
と
に
千
葉
県
が
実
施
し
て
い
る
善
行
の
少
年
少
女
や
グ
ル
ー
プ
に
贈
ら
れ
る
「
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
少
年
賞
」
に
は
、
毎
年
本

学
院
の
生
徒
が
市
長
よ
り
推
薦
さ
れ
、
千
葉
県
知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

本
学
院
は
、
福
祉
教
育
推
進
校
の
指
定
を
受
け
て
以
来
、
そ
の
活
動
は
、
確
実
に
定
着
し
、
福
祉
教
育
の
先
進
校
と
し
て
地

ボランティア活動で老人ホーム訪問



域
社
会
の
本
学
院
に
よ
せ
る
期
待
も
益
々
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

第
四
節

多
様
な
教
育
の
発
展

一
、
視
聴
覚
教
育
の
発
展

昭
和
五
十
八
年
、
本
学
院
は
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
の
推
薦
に
よ
り
応
募
し
た
「
視
聴
覚
教
育
に
よ
る
教
育
の
現
代
へ
の

道
」
と
い
う
本
学
院
二
十
年
間
の
視
聴
覚
教
育
の
実
践
記
録
が
、
日
本
視
聴
覚
教
育
協
会
の
一
九
八
三
年
度
視
聴
覚
教
育
奨
励

賞
（
学
校
教
育
部
門
）
の
受
賞
の
栄
に
浴
し
た
。
こ
の
賞
は
、
視
聴
覚
教
育
教
材
の
活
用
に
つ
い
て
す
ぐ
れ
た
成
果
を
収
め
た

実
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
賞
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
学
院
が
長
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
視
聴
覚
教
育
の
充
実
ぶ

り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

表
彰
式
は
、
十
一
月
十
八
日
、
国
立
教
育
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
十
二
月
八
日
に
は
受
賞
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
今
後
一
層

の
研
究
、
発
展
を
誓
い
合
っ
た
。
研
究
論
文
は
、
月
刊
「
視
聴
覚
教
育
」
十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
年
は
、
中

高
教
育
施
設
整
備
の
一
環
と
し
て
、
視
聴
覚
館
の
改
修
も
行
わ
れ
、
本
学
院
視
聴
覚
教
育
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
面
目
が
一
新

さ
れ
た
。

昭和学院及び中学校・高等学校



二
、
校
内
テ
レ
ビ
放
送
の
カ
ラ
ー
化

昭
和
五
十
九
年
に
、
テ
レ
ビ
配
線
及
び
撮
影
機
器
が
全
て
カ
ラ
ー
用
に
改
め
ら
れ
た
。
翌
六
十
年
に
は
、
放
送
室
の
調
整
卓
、

各
教
室
の
全
て
の
受
像
機
が
カ
ラ
ー
用
に
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
創
立
三
十
周
年
に
あ
た
り
整
備
さ
れ
た
白
黒
テ
レ
ビ

放
送
が
、
カ
ラ
ー
化
へ
と
一
新
さ
れ
た
。

同
時
に
、
放
送
室
も
拡
充
さ
れ
、
資
料
室
が
完
備
さ
れ
た
。

三
、
情
報
化
教
育
の
推
進

科
学
技
術
の
急
速
な
発
展
に
と
も
な
い
、
教
育
の
場
に
お
い
て
も
、
従
来
の
商
業
教

育
か
ら
、
Ｏ
Ａ
化
の
す
す
む
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
業
教
育
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
小
型
化
さ
れ
、
そ
の
扱
い
方
も
容
易
に

な
り
、
学
校
教
育
へ
の
導
入
も
可
能
と
な
っ
て
き
た
。

本
学
院
で
も
、
新
教
育
課
程
に
お
け
る
商
業
科
の
新
科
目
「
情
報
処
理
」
の
教
育
機

器
と
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
九
月
、
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ

の
Ｐ
Ｃ
９
８
０
１
マ
ー
ク
Ⅱ
を
購
入
し
た
。
こ
の
機
種
は
、
当
時
最
も
性
能
が
優
れ
て

い
る
と
い
わ
れ
た
も
の
で
、
二
五
台
を
備
え
、
生
徒
二
人
に
一
台
の
割
合
で
学
習
す
る

情報化に対応しコンピューターを導入



こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
更
に
平
成
元
年
に
は
Ｐ
Ｃ
９
８
０
１
Ⅱ
二
五
台
を
増
設
し
、
情
報
化
施
設
の
充
実
を
図
り
、
一
人
に
一
台
の
理
想

的
な
学
習
設
備
で
、
積
極
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
五
節

創
立
四
十
五
周
年
を
迎
え
て

一
、
五
号
館
新
築
落
成

本
学
院
に
対
す
る
社
会
的
評
価
の
高
ま
り
か
ら
、
入
学
希
望
者
が
年
々
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
六

十
年
度
か
ら
中
高
と
も
一
学
級
の
増
加
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
生
徒
を
収
容
す
る
た
め
、
文
化
会
館
隣
に
新
校
舎
五
号

館
を
新
築
し
た
。
昭
和
五
十
九
年
十
月
初
め
地
鎮
祭
を
行
い
、
工
事
は
秋
元
建
設
請
負
、
設
計
は
曽
根
設
計
事
務
所
が
担
当
し

た
。
翌
六
十
年
二
月
十
六
日
に
上
棟
式
が
行
わ
れ
た
。
規
模
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
床
面
積
七
九
四
平
方
メ
ー

ト
ル
、
特
別
教
室
一
室
、
準
備
室
、
普
通
教
室
五
室
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
学
院
の
施
設
設
備
も
、
よ
り
一
層
充
実
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

昭和学院及び中学校・高等学校



二
、
創
立
四
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行

創
立
四
十
五
周
年
記
念
式
典
が
、
昭
和
六
十
年
十
月
十
八
日
、
十
九
日
の
両
日
に

わ
た
っ
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

十
八
日
は
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
短
期
大
学
・
栄
養
専
門

学
校
・
秀
英
高
等
学
校
・
同
附
属
中
学
校
の
各
々
の
会
場
で
学
内
式
典
が
行
わ
れ
、

幼
児
か
ら
学
生
に
至
る
本
学
院
関
係
者
全
て
が
、
四
十
五
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

未
来
へ
の
新
た
な
希
望
を
胸
に
抱
い
た
。

式
典
は
、
十
月
十
九
日
千
葉
県
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
御
来
賓
の
御
臨
席
の
中
、

厳
粛
に
挙
行
さ
れ
た
。

式
典
終
了
後
、
第
一
体
育
館
で
祝
賀
の
宴
が
催
さ
れ
、
数
多
く
の
方
々
が
本
学
院
の
繁
栄
を
讃
え
ら
れ
、
学
院
関
係
者
一
同

未
来
へ
向
か
っ
て
一
層
の
努
力
を
誓
い
合
っ
た
。

第
六
節

教
育
環
境
の
整
備

創立45周年記念式典 学院長式辞



一
、
視
聴
覚
施
設
の
整
備

昭
和
六
十
二
年
度
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会
に
お
け
る
視
聴
覚
教
育
部
会
を
本
学
院
で
実
施
す
る
た
め
に
、
こ
の
方
面
の
施

設
設
備
を
見
直
し
、
改
善
を
は
か
っ
た
。

施
設
と
し
て
は
、
視
聴
覚
館
二
階
に
あ
る
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
、
教
育
機
器
の
増
加
に
伴
い
、
効
率
的
な
利
用
が
で
き

な
い
状
態
に
あ
っ
た
の
で
、
昭
和
六
十
一
年
夏
、
内
部
を
一
新
し
て
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
う
る

よ
う
に
す
る
た
め
そ
の
改
造
に
と
り
か
か
っ
た
。
新
し
い
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
事
務
室
、

教
材
管
理
、
教
材
制
作
の
三
つ
の
部
門
に
区
画
さ
れ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
教
育
機

器
が
整
然
と
配
置
さ
れ
そ
の
利
用
が
円
滑
化
さ
れ
た
。

設
備
で
は
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
利
用
熱
が
高
ま
り
需
要
が
増
加
し
て
お
り
、
普
通
教
室
で
、

テ
レ
ビ
利
用
に
よ
る
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
活
用
を
め
ざ
し
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
一
六
台
を
新
規
に
購
入
し
た
。

ま
た
、
視
聴
覚
教
育
の
一
環
と
し
て
、
Ｌ
Ｌ
（
英
語
演
習
装
置
）
の
施
設
設
備
の
整

備
に
と
り
か
か
っ
た
。
今
ま
で
、
新
設
備
が
半
分
、
従
前
の
機
器
が
半
分
で
、
一
緒
に

利
用
さ
れ
て
い
た
第
一
Ｌ
Ｌ
教
室
に
つ
い
て
、
前
か
ら
の
機
器
を
新
し
い
も
の
に
切
り

替
え
て
、
す
べ
て
同
一
機
種
に
改
め
た
。
第
二
Ｌ
Ｌ
教
室
は
、
従
前
の
機
器
を
撤
去
し

て
、
簡
易
な
Ｌ
Ｌ
に
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
と
り
入
れ
た
新
機
器
と
し
て
、
全
面
的
な

整備された視聴覚ライブラリー
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改
造
を
行
っ
た
。

視
聴
覚
教
育
と
は
別
に
、
六
十
二
年
度
、
新
し
く
導
入
し
た
も
の
に
、
ワ
ー
プ
ロ
の
設
置
が
あ
る
。
管
理
部
門
で
あ
る
事
務

室
、
教
員
室
に
一
台
ず
つ
設
置
す
る
と
と
も
に
、
特
別
教
室
に
二
五
台
が
設
置
さ
れ
た
。
本
学
院
の
情
報
機
器
は
、
従
前
の
パ

ソ
コ
ン
二
五
台
に
加
え
て
、
ワ
ー
プ
ロ
が
置
か
れ
、
情
報
化
教
育
が
一
通
り
完
成
し
た
。

二
、
正
面
玄
関
の
改
造

創
立
五
十
周
年
に
向
け
、
ま
た
昭
和
六
十
二
年
秋
に
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会
千
葉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
学
院
に
も
全
国

よ
り
多
数
の
参
加
者
が
お
見
え
に
な
る
の
に
あ
わ
せ
て
、
正
面
玄
関

の
改
造
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
玄
関
を
改
造

す
る
か
は
、
一
年
余
り
、
色
々
と
検
討
し
、
本
学
院
玄
関
に
ふ
さ
わ

し
い
建
物
が
構
想
さ
れ
、
昭
和
六
十
一
年
七
月
、
設
計
が
で
き
あ
が

り
、
翌
六
十
二
年
十
一
月
十
一
日
完
成
し
た
。

そ
の
偉
容
は
大
昭
和
学
院
の
顔
に
ふ
さ
わ
し
く
、
床
は
総
大
理
石
、

壁
は
石
張
り
と
い
う
大
変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
高
さ
も
従
前
の
も

の
に
比
べ
て
大
変
高
く
な
り
、
ガ
ラ
ス
面
も
特
殊
な
も
の
が
使
用
さ

れ
立
派
な
出
来
映
え
で
、「
昭
和
学
院
」
の
文
字
は
、
本
学
院
の
創

テープカットをされる学院長



設
者
伊
藤
友
作
先
生
の
書
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

落
成
式
当
日
は
、
学
院
長
先
生
よ
り
、
出
来
あ
が
る
ま
で
の
お
話
を
含
め
た
ご
挨
拶
が
あ
り
、
拍
手
の
中
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
学
院
長
先
生
を
先
頭
に
、
御
出
席
の
先
生
方
が
、
新
し
い
玄
関
を
お
通
り
に
な
っ
た
。

十
一
月
十
三
日
に
は
、
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会
の
視
聴
覚
部
会
及
び
図
書
館
教
育
部
会
が
開
催
さ
れ
、
北
海
道
か
ら
沖
縄

に
至
る
多
く
の
遠
来
の
先
生
方
を
お
迎
え
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
新
装
な
っ
た
玄
関
で
受
付
も
行
わ
れ
た
。

第
七
節

第
三
十
五
回
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会
開
催

一
、
二
年
間
に
わ
た
る
事
前
準
備

私
学
教
育
の
充
実
発
展
の
た
め
に
、
日
本
私
学
教
育
研
究
所
が
開
催
す
る
最
も
規
模
の
大
き
な
研
究
集
会
で
あ
る
全
国
私
学

教
育
研
究
集
会
が
、
昭
和
六
十
二
年
に
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
千
葉
県
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
本
県
私
学
は
、
昭
和
六
十
年
春
よ
り
関
東
諸
県
（
神
奈
川
、
埼
玉
、
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
）
と
連
絡
を
と
り
、
そ
の
準

備
に
着
手
し
た
。

な
お
、
前
年
の
福
岡
大
会
に
本
県
よ
り
六
〇
余
名
の
教
員
を
派
遣
し
て
、
そ
の
運
営
、
実
施
状
況
を
視
察
し
た
。
本
学
院
か

ら
は
、
久
松
英
壽
、
石
母
田
権
兵
衛
、
斉
藤
紀
子
、
斎
藤
周
一
の
諸
先
生
方
が
出
席
し
た
。

昭和学院及び中学校・高等学校



本
県
の
研
究
目
標
は
、「
国
際
化
と
近
代
化
を
志
向
す
る
私
学
教
育
の
発
展
」
と
し
、
教
科
は
八
分
科
会
、
教
育
諸
活
動
は

八
部
会
を
計
画
し
た
。
会
場
は
、
交
通
等
の
関
係
か
ら
、
お
お
む
ね
、
千
葉
市
よ
り
市
川
市
に
至
る
地
域
に
所
在
す
る
学
校
に

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
会
担
当
を
委
嘱
し
た
。

本
学
院
中
学
高
等
学
校
は
、
視
聴
覚
教
育
部
会
を
主
宰
す
る
こ
と
に
決
っ
た
。
こ
の
部
会
は
、
他
県
で
も
な
か
な
か
実
施
で

き
な
い
も
の
と
み
え
て
前
年
の
福
岡
大
会
で
は
実
施
さ
れ
ず
、
そ
の
前
々
年
の
山
口
大
会
で
は
、
主
に
東
京
そ
の
他
の
県
の
学

校
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
程
度
で
あ
る
。
本
学
院
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
、
全
国
視
聴
覚
教
育
優
秀
校
に
選
ば
れ
た
こ
と
か

ら
、
本
学
院
に
指
名
が
あ
り
、
そ
の
担
当
を
承
諾
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

視
聴
覚
教
育
部
会
は
、
委
員
長
の
久
松
先
生
を
中
心
と
し
て
学
内
外
の
視
聴
覚
教
育
委
員
の
先
生
方
に
よ
り
実
施
計
画
を
進

め
て
き
た
。
計
画
で
は
、
視
聴
覚
教
室
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
放
送
セ
ン
タ
ー
、
Ｌ
Ｌ
教
室
等
の
施
設
設
備
を
公
開
し
、

教
室
に
お
け
る
視
聴
覚
教
育
に
関
す
る
研
究
授
業
（
Ｏ
Ｈ
Ｐ
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
、
放
送
教
材
、
Ｌ
Ｌ
等
の
利
用
）
を
予
定
し
、
他
に
、
研

究
発
表
、
講
演
を
加
え
て
、
千
葉
大
会
の
華
と
い
わ
れ
る
充
実
し
た
研
究
会
を
め
ざ
し
た
。

こ
の
他
に
、
本
学
院
の
特
色
と
し
て
図
書
館
教
育
が
あ
る
。
同
一
校
で
両
部
会
を
実
施
す
る
こ
と
は
避
け
た
が
、
図
書
館
教

育
部
会
が
、
本
学
院
中
高
図
書
館
の
紹
介
を
望
ん
で
い
る
の
で
副
会
場
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
に
図
書
館
案
内

を
作
り
準
備
し
た
。

な
お
、
視
聴
覚
教
育
部
会
の
委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
久
松
英
壽
副
校
長
は
次
の
よ
う
な
手
記
を
綴
ら
れ
て
い
た
。

「
私
が
視
聴
覚
教
育
部
会
の
運
営
委
員
長
に
委
嘱
さ
れ
た
と
き
は
、
不
安
と
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ



た
。
幸
い
に
し
て
、
学
院
長
先
生
は
じ
め
内
外
を
問
わ
ず
多
数
の
方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
準
備
は
順
調
に
進
ん
だ
。
大

会
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
当
初
か
ら
十
数
回
に
わ
た
っ
て
役
員
会
議
が
開
か
れ
、
綿
密
な
企
画
と
細
部
に
わ
た

る
検
討
を
行
い
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
各
分
科
会
及
び
部
会
は
、
そ
の
方
針
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
た
。
視
聴
覚
部
会
で
は
、

大
会
前
日
ま
で
に
七
回
の
運
営
委
員
会
を
開
い
た
」

他
方
、
秀
英
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
国
語
分
科
会
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
開
校
当
初
か
ら
、
生
徒
が
物
事
を
自
分

の
目
で
見
て
、
自
分
の
頭
で
考
え
、
自
分
の
足
で
歩
い
て
い
け
る
よ
う
な
生
徒
を
育
て
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
指
導
し

て
き
た
作
文
教
育
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
研
究
授
業
を
実
施
し
て
実
際
の
指
導
を
公
開
す
る
こ
と
と
し
、
運
営
委
員

長
の
斎
藤
周
一
副
校
長
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

二
、
視
聴
覚
教
育
部
会
の
開
催

大
会
開
会
式
は
十
一
月
十
一
日
に
行
わ
れ
、
大
会
三
日
目
、
本
校
の
主
宰
す
る
視
聴
覚
教
育
部
会
は
、
研
究
日
程
「
未
来
に

生
き
る
メ
デ
ィ
ア
教
育
」
の
も
と
に
全
国
か
ら
多
数
の
先
生
方
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
校
校
長
伊
藤
一
郎
先
生
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
久
松
英
壽
運
営
委
員
長
よ
り
、
こ
の
大
会
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
っ
た
。
九
時
三
十
分
よ
り
、
五
十
分

間
の
公
開
授
業
が
七
教
室
で
実
施
さ
れ
た
。
使
用
さ
れ
た
Ａ
Ｖ
機
器
と
担
当
教
諭
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
（
英
語
）
土
井
信
太
郎
、
吉
武
信
行
教
諭
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
・
Ｏ
Ｈ
Ｐ
（
社
会
）
渡
部
照
子
教
諭
、
パ
ソ
コ
ン
（
理

科
）
佐
久
間
直
次
教
諭
、
十
六
ミ
リ
映
画
（
国
語
）
山
崎
健
彦
教
諭
、
校
内
放
送
・
Ｏ
Ｈ
Ｐ
（
Ｌ
Ｈ
Ｒ
）
表
邦
男
教
諭
、
校
内
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放
送
シ
ス
テ
ム
（
道
徳
）
林
恵
一
郎
教
諭
。

そ
の
後
、
公
開
授
業
担
当
者
を
囲
ん
で
熱
心
な
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。

十
一
時
よ
り
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
視
聴
覚
教
室
、
放
送
セ
ン
タ
ー
、
第

一
、
二
Ｌ
Ｌ
教
室
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
諸
施
設
が
公
開
さ
れ
た
。
昼
食
後
、
展

示
会
場
見
学
の
時
間
を
と
り
、
午
後
一
時
よ
り
、
本
学
院
の
小
野
若
命
教
諭
「
視

聴
覚
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
教
育
の
改
善
を
め
ざ
し
て
」、
同
河
野
静
雄
教
諭
「
放
送

施
設
の
授
業
へ
の
活
用
」、
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

充
実
し
た
視
聴
覚
施
設

視
聴
覚
教
育
部
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
新
し
く
整
備
さ
れ
た
視
聴
覚
施
設
が
公

開
さ
れ
た
。
新
装
な
っ
た
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
は
じ
め
視
聴
覚
教
室
、
放
送

セ
ン
タ
ー
、
Ｌ
Ｌ
教
室
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
を
先
生
方
に
見
学
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
充
実
し
た
施
設
と
そ
の
幅
広
い
利

用
状
況
に
感
心
し
て
お
ら
れ
た
。

ま
た
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
昼
食
時
に
第
一
視
聴
覚
室
に
お
い
て
、
ソ
ニ
ー
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
な
ど
の
大
手
の
視
聴
覚
機
器
メ
ー
カ
ー
八
社
に
よ
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
及
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
展
示
を
行
っ
た
。
Ｖ

Ｔ
Ｒ
、
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
、
十
六
ミ
リ
映
写
機
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
至
る
各
種
機
器
や
、
ビ
デ
オ
教
材
、
ビ
デ

開会式で挨拶する学院長



オ
デ
ィ
ス
ク
教
材
、
Ｔ
Ｐ
教
材
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
な
ど
の
教
材
が
展
示
さ
れ
た
。

好
評
を
博
し
た
記
念
講
演

視
聴
覚
教
育
部
会
の
最
後
を
飾
る
記
念
講
演
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
「
地
球
大
紀
行
」
の
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
中
雄
一
氏
に

お
願
い
し
た
。

演
題
は
「
今
、
な
ぜ
地
球
な
の
か
」
で
、「
地
球
大
紀
行
」
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
エ
フ
ェ
ク
ト
な
ど
最
新
技
術
を
駆

使
し
た
制
作
過
程
や
、
最
近
の
地
球
を
と
り
ま
く
大
気
の
異
変
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
映
写
し
な
が
ら
、
大
変
興
味
深
い
お

話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

大
会
の
成
果

視
聴
覚
教
育
部
会
で
懸
念
さ
れ
た
こ
と
は
、
参
加
者
を
ど
の
程
度
確
保
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
視
聴
覚
教
育
は
、

関
心
を
も
つ
先
生
で
な
け
れ
ば
な
か
な
か
参
加
し
な
い
の
で
、
一
〇
〇
名
集
ま
れ
ば
と
期
待
し
た
が
、
予
想
を
上
回
る
一
二
三

名
を
数
え
、
過
去
の
ど
の
視
聴
覚
教
育
部
会
よ
り
も
盛
況
で
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
遠
来
の
客
を
気
持
ち
よ
く
歓
迎
す
る
、
会
場
の
整
頓
美
化
に
つ
と
め
る
こ
と
に
努
力
し
、
教
職
員
、
奨
学
会
理
事
の

方
々
の
支
援
に
よ
り
部
会
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。
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三
、
図
書
館
教
育
部
会
の
開
催

図
書
館
教
育
部
会
は
本
会
場
を
市
川
高
等
学
校
、
第
二
会
場
を
本
校
図
書
館
と
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
十
三
日
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
集
会
を
も
つ
に
あ
た
り
、「
国
際
性
、
近
代
性
を
は
ぐ
く
む
学
校
図
書
館
の
あ
り
方
」
の
目
標
に
適
合
す
る
よ

う
、
蔵
書
の
充
実
に
つ
と
め
、
館
内
に
は
絵
画
の
展
示
を
す
る
な
ど
図
書
館
の
雰
囲
気
づ
く
り
が
な
さ
れ
た
。
研
究
発
表
で
は
、

本
校
の
斉
藤
紀
子
教
諭
か
ら
「
読
書
傾
向
の
変
遷

本
校
三
十
年
間
の
読
書
調
査
の
分
析

」
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

「
本
校
の
図
書
館
運
営
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
斉
藤
紀
子
教
諭
か
ら
、
学
校
の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。
参
加
さ
れ
た
先
生
方

は
い
ず
れ
も
、
司
書
教
諭
や
実
務
に
た
ず
さ
わ
る
方
で
、
研
究
討
議
は
専
門
的
で
実
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
八
節

教
育
内
容
の
充
実
に
向
け
て

一
、
中
高
一
貫
教
育
の
充
実

昭
和
六
十
一
年
十
月
に
教
育
課
程
審
議
会
に
お
い
て
「
個
性
を
生
か
す
教
育
の
充
実
」
と
「
習
熟
度
別
の
指
導
」
等
が
提
案

さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
本
学
院
で
も
、
従
前
か
ら
私
学
の
特
性
を
生
か
し
た
中
高
一
貫
教
育
が
な
さ
れ
、
生
徒
指
導
や



特
別
活
動
等
に
お
い
て
そ
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
並
行
し
て
六
年
制
中
等
教
育
を
、
先
導
的
試
行
と
し
て
前
年
度

か
ら
実
施
し
た
。

そ
の
ね
ら
い
は
、
㈠
生
徒
個
々
の
成
長
を
段
階
的
に
積
み
上
げ
て
、
自
主
性
・
創
造
性
を
身
に
つ
け
た
人
間
を
育
て
る
、
㈡

生
徒
個
々
の
個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
、
個
性
豊
か
で
心
身
共
に
健
全
な
人
間
を
育
て
る
、
㈢
中
高
六
年
間
の
一
貫
し
た
中
等
教

育
に
よ
り
、
生
徒
個
々
の
学
力
の
向
上
を
図
る
、
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
指
導
は
、
中
高
六
年
間
の
指
導
内
容
の
精
選
化
・
集
約
化
を
図
っ
て
進
度
を
早
め
、
中
高
五
年
間
に
学
習
内
容
を
短
縮

し
、
高
校
三
年
次
に
お
け
る
ゆ
と
り
の
時
間
を
、
進
路
指
導
や
選
択
学
習
に
充
当
し
、
生
徒
の
実
態
に
即
し
て
効
率
化
を
図
り

個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
指
導
を
す
る
。
こ
の
教
育
課
程
は
、
中
学
校
三
年
時
に
特
別
課
程
ク
ラ
ス
を
編
成
し
、
特
別
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
指
導
す
る
。
例
え
ば
、
英
語
、
数
学
は
二
学
期
の
半
ば
か
ら
高
一
の
学
習
内
容
に
入
る
。
ま
た
社
会
・
理
科
は
高
一

の
学
習
内
容
も
関
連
づ
け
て
同
時
に
指
導
す
る
。

今
日
の
私
学
志
向
の
社
会
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
今
後
、
本
学
院
中
高
一
貫
教
育
の
一
層
の
充
実
発
展
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
教
育
研
修
活
動
の
活
性
化

本
学
院
で
は
、
前
々
か
ら
、
現
職
教
育
及
び
初
任
者
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
現
職
教
育
は
、
月
一
回
研
修
会
を
開
き
、
教

育
実
践
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究
発
表
し
、
そ
れ
に
対
す
る
討
議
が
行
わ
れ
る
。
初
任
教
員
に
対
し
て
は
、
年
度
は
じ
め
数
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回
の
指
導
を
行
う
。
し
か
し
昭
和
六
十
一
年
度
よ
り
一
層
研
修
活
動
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
そ
の
改
善
を
は
か
っ
た
。

初
任
者
教
員
の
研
修
で
は
、
年
間
十
回
の
研
修
計
画
の
も
と
に
教
科
指
導
、
生
徒
指
導
、
学
級
経
営
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
道

徳
の
指
導
、
そ
の
他
、
学
校
業
務
の
指
導
な
ど
に
つ
い
て
幹
部
教
員
が
こ
れ
に
当
た
る
。
な
お
、
助
言
者
制
度
を
新
設
し
て
新

任
教
員
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ベ
テ
ラ
ン
教
員
を
配
し
て
、
そ
の
指
導
に
当
た
る
。
さ
ら
に
、
幹
部
教
員
研
修
会
を
第
一
学
期
に
一
回
、

第
二
学
期
に
一
回
実
施
し
、
中
堅
教
員
研
修
会
を
第
三
学
期
に
実
施
す
る
。
本
学
院
の
当
面
す
る
教
育
課
程
を
検
討
し
、
有
意

義
な
研
修
を
終
え
る
。
ま
た
、
教
科
研
究
会
は
月
一
回
定
例
日
に
実
施
し
、
学
年
会
は
週
一
回
水
曜
日
に
行
う
。

本
学
院
は
、
教
員
の
研
修
活
動
を
進
め
、
教
員
資
質
の
向
上
発
展
に
つ
と
め
て
い
る
。

第
九
節

学
院
長
中
国
へ
の
旅

第
九
回
千
葉
県
私
学
日
中
友
好
訪
中

昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
六
日
ま
で
、
学
院
長
伊
藤
一
郎
先
生
は
第
九
回
千
葉
県
私
学
教
育
者
友
好
訪
中
団

の
団
長
と
し
て
中
国
を
訪
問
さ
れ
、
北
京
、
四
川
、
上
海
、
蘇
州
を
視
察
さ
れ
た
。

学
院
長
先
生
は
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
、
第
二
回
友
好
訪
中
団
の
団
長
と
し
て
北
京
、
ハ
ル
ビ
ン
、
長
春
を
訪
問
さ
れ
て
お

り
、
今
回
の
訪
中
は
、
七
年
ぶ
り
二
回
目
で
あ
る
。



第
十
節

学
院
長
五
度
目
の
文
部
大
臣
表
彰
に
輝
く

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
、
学
院
長
伊
藤
一
郎
先
生
は
、
長
年
の
私
学
教
育
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
労
に
よ
り
、
中

島
源
太
郎
文
部
大
臣
よ
り
、
私
立
中
学
校
・
高
等
学
校
教
育
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
学
院
長
先
生
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
一

月
に
は
、
産
業
教
育
功
労
賞
を
、
五
十
一
年
十
一
月
に
は
教
育
功
労
賞
を
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
に
は
、
短
期
大
学
教
育
功
労

賞
を
、
五
十
六
年
九
月
に
は
、
私
立
学
校
審
議
会
委
員
と
し
て
、
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
五
十
年
十
一
月
に
は
、

栄
養
士
養
成
の
功
労
者
と
し
て
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
け
、
五
十
二
年
十
一
月
に
は
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は

五
度
目
の
文
部
大
臣
表
彰
と
な
っ
た
。

第
十
一
節

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
全
盛
を
極
め
る

昭
和
六
十
一
年
か
ら
六
十
三
年
に
か
け
て
、
本
学
院
の
運
動
部
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
両
部
が
春
の
選
抜
大
会
に
ダ
ブ
ル
優
勝
し
た
。
ま
た
、
短
期
大
学
の
軟
式
庭
球
部
は
三
年
連
続
大
学
日
本
一
に

な
っ
た
。
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一
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
連
続
全
国
優
勝
の
快
挙

昭
和
六
十
一
年
度
、
全
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
は
、
三
月
二
十
六
日

よ
り
二
十
九
日
ま
で
、
国
立
代
々
木
第
二
体
育
館
を
中
心
に
行
わ
れ
、
本
校
チ
ー
ム
は
、

昭
和
五
十
四
年
、
五
十
七
年
、
五
十
九
年
に
つ
づ
き
、
二
年
ぶ
り
四
度
目
の
優
勝
を
と

げ
た
。
準
決
勝
で
は
近
畿
第
一
位
の
甲
子
園
学
院
と
対
戦
し
、
こ
れ
を
破
り
決
勝
に
進

出
し
た
。
決
勝
は
、
東
京
一
位
の
明
星
学
園
と
対
戦
し
、
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
、

逆
転
し
優
勝
し
た
。

ま
た
、
同
年
十
月
に
行
わ
れ
た
、
か
い
じ
国
体
で
は
、
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
九
名
の
主
力
選
手
が
中
核
と
な
り
、
千
葉
県
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て
活
躍
、
準
決
勝
で

石
川
県
選
抜
と
対
戦
、
辛
く
も
勝
ち
、
決
勝
で
愛
知
県
選
抜
を
降
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
苦
杯
を
見
事
雪
辱
し
、
本
県
と
し
て
は
じ
め
て
の
国
体
優
勝
を
飾
っ
た
。
続
い
て
昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
九
日
、
全
国

高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
の
決
勝
戦
が
代
々
木
第
二
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
選
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
最
高
で
あ

り
、
圧
倒
的
に
、
し
か
も
余
裕
を
も
っ
て
勝
ち
進
ん
だ
。
準
決
勝
で
は
、
名
古
屋
短
大
附
属
高
校
を
八
五－

七
五
で
破
り
、
決

勝
は
、
最
初
、
薫
英
高
校
の
リ
ー
ド
を
許
し
た
も
の
の
、
本
校
の
応
援
席
の
声
援
に
応
え
て
、
前
半
で
六
〇－

三
一
と
リ
ー
ド

を
奪
い
、
後
半
二
八－

二
七
で
逃
げ
切
り
、
栄
光
の
勝
利
を
手
に
し
た
。
こ
の
優
勝
は
前
年
に
引
き
続
き
二
年
連
続
で
あ
り
、

バスケットボール部５度目の全国優勝



通
算
す
れ
ば
五
度
目
の
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

二
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
初
の
全
国
制
覇

昭
和
六
十
二
年
度
の
本
学
院
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
春
の
全
国
高
校
選
抜
大
会
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
両
部
が
揃
っ
て
、
全
国
優
勝
し
た
こ
と
で
あ
る
。

全
国
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
二

十
八
日
に
か
け
て
名
古
屋
市
で
行
わ
れ
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
こ
れ
ま
で
、
全
国
選
抜
大
会
第
三
位
が
二
回
、
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
準
優
勝
と
、
今
一
歩
の
と
こ
ろ
で
優
勝
を
逸
し
て
き
た
。
こ
の
大
会
は
、

終
始
一
点
を
争
う
延
長
戦
で
、
準
々
決
勝
で
は
、
熊
本
市
立
女
子
高
を
二
〇－

一
八

と
延
長
の
激
戦
で
破
り
、
準
決
勝
で
は
、
川
口
青
陵
高
校
を
お
な
じ
く
延
長
で
、
一

六－

一
五
で
破
っ
て
決
勝
に
進
み
、
宮
崎
の
本
庄
高
校
を
一
三－

七
で
破
っ
て
優
勝

し
た
。
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
、
全
国
初
優
勝
の
宿
願
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
堂
々
の
優
勝
パ
レ
ー
ド

春
の
全
国
高
校
選
抜
大
会
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
両
部
が
揃

ハンドボール部初優勝
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っ
て
、
全
国
優
勝
を
し
た
こ
と
は
、
本
学
院
初
め
て
の
快
挙
で
あ
り
、
市
川
市
に
あ

っ
て
も
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
市
内
パ
レ
ー
ド
が
計
画
さ

れ
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
七
日
午
後
、
市
川
市
消
防
署
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に
、

市
役
所
か
ら
本
学
院
ま
で
、
両
部
監
督
と
選
手
に
よ
る
優
勝
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。

道
行
く
人
達
も
、
何
事
が
起
こ
っ
た
か
と
数
多
く
集
ま
っ
た
。
本
学
院
校
庭
で
は
、

中
高
全
生
徒
が
待
機
し
こ
れ
を
歓
迎
し
た
。
こ
の
祝
賀
パ
レ
ー
ド
は
高
橋
国
雄
市
川

市
長
の
お
力
添
え
で
市
川
市
と
し
て
は
初
め
て
の
パ
レ
ー
ド
と
な
っ
た
。
ま
ず
市
川

市
庁
舎
前
で
、
開
会
宣
言
、
両
部
を
代
表
し
て
村
松
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
主
将
の

優
勝
報
告
、
市
川
市
長
の
祝
辞
、
西
塚
建
雄
・
笠
原
利
宏
両
監
督
へ
同
窓
会
か
ら
の

花
束
贈
呈
、
閉
会
宣
言
の
後
、
市
庁
舎
前
か
ら
本
八
幡
駅
へ
、
市
川
市
消
防
署
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に
選
手
、
応
援
バ
ト
ン
部
の
チ
ア
ガ
ー
ル
と
パ
レ
ー
ド
は
進
み
、

駅
前
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
本
学
院
ま
で
堂
々
の
パ
レ
ー
ド
が
続
き
、
市
民
の
方
々
か
ら
も
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。
学
院

で
は
、
第
一
体
育
館
の
渡
り
を
舞
台
に
学
院
長
先
生
ご
夫
妻
の
ご
臨
席
の
も
と
、
華
や
か
に
選
手
の
紹
介
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

演
奏
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
な
ど
、
盛
大
に
展
開
さ
れ
た
。
最
後
に
祝
意
を
表
し
、
風
船
三
、五
〇
〇
個
を
全
校
生
徒
が
飛
ば

し
、
素
晴
ら
し
い
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
っ
た
。
風
船
は
色
と
り
ど
り
南
風
に
の
っ
て
北
の
空
に
高
く
飛
ん
で
い
っ
た
。

バスケット・ハンド、優勝パレード


